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Abstract 
The slipper lobster Chelarctus cultfer has been known to be a wide-spread Indo-West Pacific species. 

Yang and Chan (2012), however, found the species under this name in Taiwan and Japan to be different 

species and described as a new species C. virgosus. Yang and Chan (2012) also revealed two subspecies in 

C. cultrifer, which were restricted to more southern localities such as the Philippines and Indonesia. Ueda 

et al. (2021) reported mid to final stage phyllosoma larvae of C. virgosus collected in the western North 

Pacific (23ºN to 27ºN), describing the unique morphological characteristics. In the present study, nine 

phyllosoma larvae (BL = 12.2 to 21.7 mm) morphologically assigned to C. virgosus were extracted from 

plankton samples collected in the western North Pacific (14ºN to 37ºN). Mitochondrial 16S rDNA sequence 

analysis for six of the nine phyllosoma larvae indicated these to be C. virgosus. Distribution range of C. 

virgosus phyllosoma larva was confirmed to be further south than in the previous study, while C. cultrifer 

phyllosoma was not yet observed. 

 

Key words: phyllosoma larvae; slipper lobster; Chelarctus virgosus; DNA barcoding; morphology; 

distribution 

 

はじめに 

ヒメセミエビ（Chelarctus virgosus）は Yang 

and Chan（2012）によって新種記載されたもの

であるが、和名と学名について混乱を招く可

能性があるため整理する。インド―西部太平

洋に広く分布するヒメセミエビの学名は

Scyllarus cultrifer（Ortman）であった。Holthuis

（2002）によるヒメセミエビ亜科（Scyllarinae）

の再編によって Scyallrus 属以外に 13 属が創

設され、ヒメセミエビはそのうちの Chelarctus

属（ツメヒメセミエビ属）に属することとな

り、学名が Chelarctus cultrifer（Ortman, 1897）

に変更された。2000 年以前の図鑑や論文では

当然のことながらヒメセミエビは S. cultrifer

となっており（例えば Harada 1962）、それ以

降は C. cultrifer になっている。ところが、Yang 

and Chan（2012）が台湾及び日本で採集された

ヒメセミエビ成体標本とフィリピンやインド

ネシアの成体標本を比較したところ、形態的

にも遺伝的にも大きな違いがあることを発見

した。また、Yang and Chan（2012）はフィリ

ピンとインドネシアの標本間にも遺伝的、形
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態的差異があることを報告している。そのた

め、北東アジアに分布するヒメセミエビを新

種（Chelarctus virgosus）として記載するととも

に、フィリピンとインドネシアには 2 亜種

（ Chelarctus cultrifer cultrifer と Chelarctus 

cultrifer meridionalis）が分布するとした（Yang 

and Chan 2012）。以上のことから、ヒメセミエ

ビという和名は Yang and Chan（2012）による

新種 C. virgosus に該当することとなり、C. 

cultrifer spp.には現在のところ和名が無い。ま

た、Scyllarus 属はヒメセミエビ属と呼ばれて

いるが、Holthuis（2002）による再編後、Scyllarus

属の種はインド―太平洋には分布しないこと

となった。そのためヒメセミエビ（C. virgosus）

はインド―太平洋に広く分布するが、ヒメセ

ミエビ属の種はインド―太平洋にはいないと

いう違和感が残っている。 

ヒメセミエビのフィロソーマ幼生の報告に

ついても整理する必要がある。Higa and 

Shokita（2004）や Inoue and Sekiguchi（2006）

は琉球諸島周辺海域で採集したフィロソーマ

幼生をC. cultriferのものとして報告している。

Ueda et al.（2021）は琉球諸島と小笠原諸島周

辺海域で採集されたヒメセミエビ亜科のフィ

ロソーマ幼生標本中にヒメセミエビと DNA

配列が一致する個体を検出し、その形態が

Higa and Shokita（2004）や Inoue and Sekiguchi

（2006）が報告した C. cultrifer のフィロソー

マ幼生とほぼ一致していることを見出した。

成体の分布を考慮すれば Higa and Shokita

（2004）や Inoue and Sekiguchi（2006）のフィ

ロソーマ幼生標本はヒメセミエビであったと

考えられるが、C. cultrifer spp.のフィロソーマ

幼生が未だに明らかではないため断定はでき

ない。過去に C. cultrifer のフィロソーマ幼生

に関する報告がいくつかあるが（Berry 1974; 

Prasad et al. 1975; Tampi and George 1975）、い

ずれも頭部幅が顕著に狭いため、ツノヒメセ

ミエビ属ですらない可能性が高い。Ueda et al. 

（2021）が用いたヒメセミエビのフィロソー

マ幼生標本は琉球諸島及び小笠原諸島周辺海

域で採集されたものである。成体の分布を考

慮すれば、さらに南方の海域で採集された標

本には C. cultrifer spp.のフィロソーマ幼生が

含まれている可能がある。本研究では形態的

にヒメセミエビと同定されるフィロソーマ幼

生標本のうち、できるだけ低緯度域で採集さ

れた標本も含めて遺伝子分析した結果を報告

する。 

 

材料及び方法 

本研究で使用したフィロソーマ幼生標本は

水産庁漁業調査船開洋丸、水産研究・教育機

構漁業調査船俊鷹丸による調査で採集された

ものである。全ての標本は船上で 80‒90 %エ

タノールで固定した。中期以降に限るものの、

Ueda et al.（2021）はヒメセミエビフィロソー

マ幼生の形態として、１）第 2 触角（antenna）

が半 H型（├）をしており第 1触角（antennule）

と比較して同等あるいは長い、２）頭部

（cephalic shield）が亜五角形（sub-pentagon）、

３）尾節（telson）左右の後側縁棘（posterolateral 

spines of telson）が非常に長い、という特徴を

挙げその組み合わせによって他のヒメセミエ

ビ亜科のフィロソーマ幼生から識別できると

した。C. cultrifer spp.のフィロソーマ幼生はヒ

メセミエビと類似していると仮定し、固定標

本から形態的にヒメセミエビのフィロソーマ

幼生と考えられる個体を選別した。分析に用

いた標本を Table 1 に示した。常磐沖から 1 個

体（MT002-2）、黒潮続流域から 2 個体（MNA6-

1、MNA6-1）、フィリピン海中央域から 1 個体

（MT30-2-1）、琉球諸島南方海域から 1 個体

（C15-1）、マリアナ海域から 4 個体（U8-1, U9-

1, U11-1, U17-1）の計 9 個体である。Higa and 

Shokita（2004）、Inoue and Sekiguchi（2006）及

び Ueda et al.（2021）に従って発生段階（期）

を定義した。固定標本を水道水で良く洗浄し、

DNA 抽出用に胸脚の一部を切り取った。 

Chow and Yanagimoto（2021）によるセミエビ 
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科 に 特 異 的 な プ ラ イ マ ー （ 16SUFm: 

GTGCRAAGGTAGCATAATAA と 16SR4: 

GCCGGTCTGAACTCARATCA）を用いて 16S 

rDNA（16S）の部分領域を PCR 法により増幅

した。PCR 反応液組成及び増幅サイクルは

Ueda et al.（2021）に従った。MEGA 6（Tamura 

et al. 2013）を用いて配列間の遺伝的距離

（Kimura 2 parameter distance: K2P-distance）を

算出し塩基置換率とした。 

 

結果 

9 個体中マリアナ海域からの 3 個体では解

読可能なシークエンスクロマトグラムが得ら

れなかった（Table 1）。残る 6 個体の配列を

データベースに登録した（DDBJ accession 

No.: LC695002–LC695007）。これら 6 配列に

対する BLAST トップヒットは全てヒメセミ

エビであり、一致率は 98.6 から 100 %であっ

た。これら 6 個体間の平均塩基置換率（K2P-

distance）は 0.418 ± 0.179 %（± SE）であり、

Ueda et al.（2021）が報告したヒメセミエビ 4

個体の 16S rDNA 配列との平均塩基置換率は

0.313 ± 0.122 %であった。また、これら 6 個

体と Yang and Chan（2012）による C. cultrifer

の 16S rDNA 配列（GenBank accession No.: 

JN701712）との平均塩基置換率は 6.042 ± 

1.234 %であった。動物の 16S rDNA 配列にお

ける種内個体間の平均塩基置換率は 0–2.6 % 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同属異種間の平均塩基置換率は 2–7 %程度と

試算されている（Lefébure et al. 2006; Koch-

zius et al. 2010）。以上のことから、これら 6

個体はヒメセミエビのフィロソーマ幼生と判

定された。 

全 9 個体の画像を体長順に Figs. 1‒9 に示し

た。最も小型の MT002-2（体長 11.5 mm）（Fig. 

1）は V 期と判定した。5 個体（U17-1, U9-1, 

U11-1, MNA6-2, MNA6-1）（体長 14.0‒16.3mm）

（Fig. 2‒6）は VI 期と判定した。1 個体（U8-

1）（体長 16.9 mm）（Fig. 7）は VII 期と判定

した。2 個体（MT30-2-1, C15-1）（体長 21.1, 

21.7 mm）（Figs. 8, 9）は VIII 期（最終期）と

判定した。DNA 情報が得られなかった 3 個体

（U17-1, U9-1, U8-1）（Figs. 3, 4, 8）も形態的

特徴からヒメセミエビであると考えられた。 

 

考察 

 今回検出したヒメセミエビ（C. virgosus）フ

ィロソーマ幼生は北緯 14 度から 37 度の範囲

で採集されており、Ueda et al.（2021）が分析

した本種フィロソーマ幼生の分布範囲（北緯

23 度から 27 度）を南北方向へ広げることが

できた。懸案の C. cultrifer と考えられるフィ

ロソーマ幼生は検出されなかった。C. cultrifer

のフィロソーマ幼生はヒメセミエビと類似し

ているだろうとの先入観から、Ueda et al.（2021）

が報告した形態的特徴に基づきヒメセミエビ 



 

Fig. 1. Whole body (A), anterior part of cephalic 

shield (B) and posterior part of thorax (C) of a 

phyllosoma specimen MT002-2 (Chelarctus 

virgosus). Stage V. BL = 11.5 mm. Scale bar= 5 mm 

(A), 1 mm (B) and 0.5 mm (C). 

Fig. 2. Whole body (A), anterior part of 

cephalic shield (B) and posterior part of 

thorax (C) of a phyllosoma specimen U17-1 

(Chelarctus sp.). Stage VI. BL = 14.0 mm. 

Scale bar= 2 mm (A) and 1 mm (B and C). 
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Fig. 3. Whole body (A), anterior part of cephalic 

shield (B) and posterior part of thorax (C) of a 

phyllosoma specimen U9-1 (Chelarctus sp.). 

Stage VI. BL = 15.4 mm. Scale bar= 3 mm (A) 

and 1 mm (B and C). 

Fig. 4. Whole body (A), anterior part of 

cephalic shield (B) and posterior part of thorax 

(C) of a phyllosoma specimen U11-1 

(Chelarctus virgosus). Stage VI. BL = 15.7 

mm. Scale bar= 4 mm (A) and 1 mm (B and 

C). 
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Fig. 5. Whole body (A), anterior part of 

cephalic shield (B) and posterior part of thorax 

(C) of a phyllosoma specimen NMA6-2 

(Chelarctus virgosus). Stage VII. BL = 16.0 

mm. Scale bar= 5 mm (A) and 2 mm (B and 

C). 

Fig. 6. Whole body (A), anterior part of 

cephalic shield (B) and posterior part of thorax 

(C) of a phyllosoma specimen MNA6-1 

(Chelarctus virgosus). Stage VII. BL = 16.3 

mm. Scale bar= 5 mm (A), 2 mm (B) and 1 mm 

(C). 
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Fig. 7. Whole body (A), anterior part of 

cephalic shield (B) and posterior part of thorax 

(C) of a phyllosoma specimen U8-1 

(Chelarctus sp.). Stage VII. BL = 16.9 mm. 

Scale bar= 5 mm (A) and 1 mm (B and C). 

Fig. 8. Whole body (A), anterior part of cephalic 

shield (B) and posterior part of thorax (C) of a 

phyllosoma specimen MT30-2-1 (Chelarctus 

virgosus). Stage VIII. BL = 21.1 mm. Scale bar= 

5 mm (A) and 2 mm (B and C). 
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Fig. 9. Whole body (A), anterior part of 

cephalic shield (B) and posterior part of 

thorax (C) of a phyllosoma specimen 

C15-1 (Chelarctus virgosus). Stage VIII. 

BL = 21.7 mm. Scale bar= 4 mm (A), 2 

mm (B) and 1 mm (C). 
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のフィロソーマ幼生と考えられる個体を選別

した。 そのため、プランクトン標本中から C. 

cultrifer のフィロソーマ幼生を取りこぼして

いる可能性はある。 しかしながら、Ueda et al.

（2021）が琉球諸島及び小笠原諸島周辺海域

で採集された標本中で見出したヒメセミエビ

亜科フィロソーマ幼生はヒメセミエビ、和名

が無い Chelarctus aureus そしておそらくは

Chelarctu 属 の 未 記 載 種 と 考 え ら れ

る ?Chelarctus sp-1 の 3 種であり、DNA 配列

が C. cultrifer spp.と一致する個体は出現して

いない。また、 北西太平洋で採集されたプラ

ンクトン標本からはこれらの他にヒメセミエ

ビ亜科フィロソーマ幼生が 5 種類程度検出さ

れているが、いずれも C. cultrifer の 16S rDNA 

配列とは一致しない（未発表データ）。C. 

cultrifer spp.成体の分布はフィリピン以南とさ

れていることから（Holthuis 2002; Yang and 

Chan 2012）、そのフィロソーマ幼生の分布北

限は今回使用した幼生標本の採集海域の中で 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

も最南端である北緯 14 度付近よりもさらに 

南方にあるか、あるいは分布範囲が沿岸に限

られている可能性もある。最近 Genis-Armero 

et al.（2022）が豪州東部のサンゴ海から

Chelarctus auresus、C. crosnieri、Crenarctus 

crenatus3 種の中期から最終期フィロソーマ幼

生を報告しているが、C. cultrifer spp. と DNA

が一致する個体は出現していない。以上のよ

うに C. cultrifer spp.のフィロソーマ幼生は未

だに不明である。また、Wakabayashi et al.（2020）

と Ueda et al（2021）が指摘しているように、

形態と採集位置から判断すれば Higa and 

Shokita（2004）及び Inoue and Sekiguchi（2006）

が C. cultrifer として報告したフィロソーマ幼

生もヒメセミエビと考えてよいであろう。

Higa and Shokita（2004）、Inoue and Sekiguchi

（2006）、Ueda et al. （2021）及び本研究によ

るV‒VIII期幼生の体長と頭部幅と胸部幅の比

（CW/TW）を Table 2 に示した。これらの研

究報告間に大きな乖離は見られない。 
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Higa and Shokita（2004）、Inoue and Sekiguchi

（2006）、Ueda et al. （2021）及び本研究で定

義されるヒメセミエビのフィロソーマ幼生の

特徴に基づき過去の文献を精査すると、

Johnson（1971a）が東シナ海から報告した

Scyllarus sp. A（figs. 47‒53）（fig. 54 は明らか

に別種）、Johnson（1971b）及び Johnson（1977）

がそれぞれハワイから報告した Scyllarus sp.?

（fig. 34）と Scyllarus sp.（fig. 1）、Johnson（1979）

が日本沿岸から報告した Scyllarus sp. 1, 9, 13

（figs. 5‒14）、Webber and Booth（2001）がニ

ュージーランドから報告した VI 期以降の

Scyllarus sp. Z（figs. 6‒10）は、Ueda et al.（2021）

がすでに示唆しているように全てヒメセミエ

ビである可能性が高い。ただし、Webber and 

Booth（2001）は期数を 10 としているととも

に、期ごとの体長範囲が大きく最終期では

18.6 から 30.5 mm に及ぶ。Higa and Shokita

（2004）、Inoue and Sekiguchi（2006）、Ueda et 

al.（2021）及び本研究の標本中における最終期

幼生で 25 mmを越えるものは皆無であること

から、Webber and Booth（2001）の標本には異

なる種が混在している可能性が高い。また、

井上ら（2000）、 斎藤（2004）及び Genis-Armero 

et al.（2022）が指摘しているように、 Phillips  

et al.（1981）が南東インド洋から （fig. 4）、

そして Sekiguchi（1990）が北西太平洋から報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

告したフタバヒメセミエビ（fig. 2）（”Scyllarus 

bicuspidatus” = Crenarctus bicuspidatus）の最終

期フィロソーマ幼生はヒメセミエビのフィロ

ソーマ幼生に酷似する。一方、Robertson（1968, 

1971, 1979）は大西洋のヒメセミエビ類 3 種

（Scyllarus americanus, S. depressus, S. planorbis）

のフィロソーマ幼生の形態を記載しているが、

そのうち S. depressusのフィロソーマ幼生はヒ

メセミエビと酷似する（Robertson 1971, figs. 7‒

10）。このように、インド―太平洋ではヒメセ

ミエビのフィロソーマ幼生はその特異的な形

態的特徴によって他種から識別できるが、分

子系統樹ではかなり離れているにも関わらず

（Davis et al. 2015; Ueda et al. 2021）、大西洋の

S. depressus のフィロソーマ幼生はヒメセミエ

ビのフィロソーマ幼生と形態的には酷似する

という現象も見られた。 

 フィロソーマ幼生は比較的大きく、特異な

形態をしていることから研究者の興味を惹い

てきたため、研究報告は非常に多いものの種

を同定することは困難な場合が多い。Holthuis

（1991）はヒメセミエビ亜科には 40 種類以上

含まれるとし、その後 Holthuis（2002）による

再編を経て現在では 13 属 54 種が記載されて

いる（WoRMS 2020）。このように種数が多く、

さらに Ueda et al.（2021）が示唆したように未

記載種がまだ少なからず残されているヒメセ
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ミエビ亜科ではフィロソーマ幼生の種判別は

特に難しいものと考えられる。ヒメセミエビ

亜科では研究室で抱卵雌から孵化したフィロ

ソーマ幼生を変態まで完全飼育し形態を記載

した例は 7 種（Robertson 1968, 1971, 1979; Ito 

and Lucas 1990; Higa et al. 2005; Kumar et al. 

2009; Fernández et al. 2010）、DNA 解析によっ

てプランクトン標本の種を判別して形態を記

載した例は 11 種である（Palero et al. 2008, 

2011; Genis-Armero et al. 2017, 2020, 2022; 

Wakabayashi et al. 2017, 2020; Ueda et al. 2021）。

今後 DNA バーコーディングによってデータ

ベースが充実するとともに遺伝学的な種判別

がさらに簡便なものとなるであろう。それと

ともに、ヒメセミエビ亜科だけでなくフィロ

ソーマ幼生全般において形態による判別キー

が整理されることが望まれる。 
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